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研究成果の概要（和文）：本研究では、農家家計のミクロデータを用いて、人的災害として主に昭和恐慌を取り
上げ、人的災害が農家家計の生産性に及ぼした影響や、人的災害に対する農家家計の脆弱性や復元（回復）力を
検討した。その結果、第１に、恐慌発生後に農家家計のマルムクイスト生産性は急激に低下した。また、こうし
た生産性低下の要因は、生産フロンティアの後退による一時的な技術水準の低下と投入要素の配分効率の低下に
あることがわかった。第２に、昭和恐慌に対する農家家計の脆弱性には地域性があることや、中・上層農経営の
集計的ショックに対する強靱性などが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：This research investigates the effects of man-made disaster on the dynamics 
of productivity and the vulnerability of farm households in prewar Japan. We especially focus on the
 Great Depression, as a representative example of man-made disaster. Our main findings are as 
follows. First, although the Malmquist productivity index decreased rapidly after the Great 
Depression occurred, due to the technical and efficiency change, this rapid productivity decrease 
was temporary. Second, the vulnerability of farm households to the Great Depression differed across 
regions, and large-scale farmers were relatively robust to the Great Depression.

研究分野： 農業・資源経済学
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１．研究開始当初の背景 
リーマン・ショックなど金融危機による人

的災害、四川大地震や東日本大震災といった
自然災害の発生にみられるように、世界各地
で人的・自然災害が頻発しており、こうした
人的・自然災害は増加傾向にある（澤田 2010）。
わが国における人的・自然災害に関する研究
は防災学や社会心理学など諸分野において
取り組まれているものの、それら災害が家計
に及ぼす影響に関する定量的な実証研究は、
端緒についたばかりであり（たとえば、
Kohara et al. 2006、 Sawada et al. 2011）、
特に人的・自然災害がわが国の農家家計に及
ぼした影響に関する実証的研究は、ほとんど
ない。 
こうした人的・自然災害について、まず、

わが国の農家家計に甚大な被害をもたらし
た代表的な人的災害として、1930 年に発生し
た昭和恐慌がある。昭和恐慌下の農家家計の
実態については、豊富な研究蓄積があるもの
の、これら研究の多くは事例や断片的な歴史
資料に基づく定性的な研究であり、統計的な
検証が欠落している。また、経済史・農業史
分野において、戦前期の農家経済調査は主に
集計データとして利用されており、ミクロデ
ータとしてデータ全体の情報を活用した分
析は少ない。近年、当該調査の原票段階での
計量分析が進められつつあり（たとえば、
Arimoto 2012）、新たな知見の提供が期待さ
れている（坂根 2012）。また、戦前期の農家
経済調査には、昭和恐慌をはさむ農家家計の
パネルデータも存在し、昭和恐慌が農家家計
に及ぼした影響を把握可能である。こうした
データを用いた研究として、藤栄・仙田
（2011）などがあるものの、人的災害が農家
家計の生産性や資産所有に及ぼした影響や、
人的災害に対する農家家計の脆弱性や復元
力を検討した研究は、ほとんどない。 
 次に、わが国の農家家計に甚大な影響をも
たらした自然災害として、2011 年に発生した
東日本大震災がある。東日本大震災について
は、様々な研究領域において、被害状況の調
査や復興に向けた方策の検討が進められて
いる。しかし、新潟県中越地震や北海道南西
沖地震など過去の激甚災害における被災農
家・漁家家計について、災害による各家計の
被害額の算出や、自然災害に大きな被害を受
けた脆弱性の強い家計はいかなる家計であ
ったか、また、いかなる家計が強い復元（回
復）力を示したのかといった点について、一
定のまとまりのあるデータセットを用いて
定量的に検討した研究は、ほとんどみられな
い。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、農家家計のミクロデータ
を用いて、人的災害や自然災害が農家家計に
及ぼす影響を実証的に明らかにすることで
ある。具体的には、1 つめとして、人的災害
として昭和恐慌を取り上げ、人的災害が農家

家計の生産性や資産所有に及ぼした影響や、
人的災害に対する農家家計の脆弱性や復元
（回復）力を明らかにする。2 つめとして、
自然災害として東日本大震災を取り上げ、自
然災害が農家家計に及ぼしたインパクトを
算出するとともに、震災に対する農家家計の
脆弱性と復元力を検討する。そして、これら
の検討を通じて、経済史分野で得られている
定性的知見を定量的な側面から検証すると
ともに、人的・自然災害下の市場機構の役割
やわが国の農業保険制度の設計・改良に資す
る基礎的知見を得る。 
 
３．研究の方法 
本研究では、各年度で人的・自然災害に関

するミクロデータを 1つずつ分析し、研究期
間中に計 3つのミクロデータを分析した。 
1 つめは、人的災害として昭和恐慌を取り

上げる。帝国農会「農業経営調査」のミクロ
データを用いて、人的災害が農家家計の生産
性に及ぼした影響を検討する。 
2 つめは、京都帝国大学農学部農林経済学

教室「農家経済調査簿」のミクロデータを用
いて、人的災害が農家の資産所有行動に及ぼ
した影響を明らかにする。 
3 つめは、自然災害として東日本大震災を

取り上げ、農林水産省「経営復興状況定点調
査」のミクロデータを用いて、自然災害によ
る農家家計の被災額や被災農家家計の脆弱
性や回復力を検討するとともに、農業共済が
被災農家家計の回復に果たした役割を明ら
かにする。そして、人的・自然災害に市場機
構が果たす役割やその問題点を整理し、本研
究全体の取りまとめを行う。 
 

４．研究成果 
 ここでは、３．で述べた3つの分析のうち、
主に 1 つめの研究結果（藤栄・仙田 2016）
の概要を述べる。 
 藤栄・仙田（2016）では、1924 年から 1933
年にかけて帝国農会が実施した『農業経営調
査』の農家個票パネルデータを用いて、戦前
日本における農家家計の生産性を計測し、そ
の推移を明らかにするとともに、集計的ショ
ックとしての昭和恐慌に対する農家家計の
脆弱性や強靱性を生産性の面から検討した．
検討には、複数財の投入・産出関係の取り扱
いが可能であり、パネルデータにおける経時
的な技術進歩の影響と技術効率の変化を分
離して取り扱うことができる利点を有する
Malmquist 生産性を用いた． 
 まず、分析に用いる帝国農家の個票データ
の概要と特徴を検討した．次に、昭和恐慌前
後における農産物価格の推移や農家家計の
農業所得などの動向を概観した．そして、戦
前期の農家家計のMalmquist生産性を計測す
るとともに、Malmquist 生産性などを用いて
パネル分析を行い、戦間期における農家家計
の生産性の決定要因や集計的ショックに対
する農家家計の脆弱性・強靱性を Malmquist



生産性の面から検討し、人的災害としての昭
和恐慌が農家家計の生産性に及ぼした影響
などを明らかにした。 
 分析に用いた帝国農会『農業経営調査』（以
下、帝国農会調査）の調査対象農家は、比較
的高度な技術水準を有する中・大規模層に偏
る傾向にあり、利用に際しては留意を要する。
しかしながら、本調査は昭和恐慌をはさむ戦
前期における農家家計のパネルデータであ
り、恐慌期における農家家計の生産行動や生
産性を把握する上で、資料的価値の高い調査
である。 
 まず、帝国農会調査を用いて、昭和恐慌前
後の農家家計の概況を述べる。分析対象期間
における玄米と春蚕上繭の農家庭先価格（名
目価格）の推移を表 1に示す。 

 
表より、米価は 1929 年の 27.8 円/石から

1930年の17.9円/石へと大きく低下しており、
昭和恐慌の発生によって、農家家計は米価や
繭価の急落に直面したことがわかる。 

次に、肥料価格と米価の相対価格比の推移
を図 1 に示す。図より、恐慌後の 1930 年か
ら 1931 年にかけて相対価格比が急激に低下
したことがわかる。このことは、恐慌期に肥
料価格よりも米価の落ち込みが相対的に大
きく、 状価格差（シェーレ）の拡大により、
農業生産をとりまく状況が悪化したことを
示している。  
昭和恐慌の集計的ショックによって引き

起こされた急激な農産物価格の低下と 状

価格差の拡大は、肥料購入の節減による肥料
投入額の減少と購入肥料の自給肥料への代
替を引き起こし、肥料構成の変化とその質的
低下を通じて、生産性の低下をもたらした可
能性がある。また、蚕糸価格の急落は養蚕の
縮小・退出をもたらし、それに伴い生じた家
計内余剰労働力が稲作に向かうことによっ
て、生産性の低下がもたらされたことも考え
られる。さらに、急激な経済環境の変化は、
藤栄・仙田（2011）が明らかにしたように、
土地利用、兼業労働、雇用労働や肥料投入の
調整といった対処行動を農家家計に引き起
こした。こうした農家家計のなかで、集計的
ショックに円滑に対処できず、投入要素の最
適利用や家計内で生産要素の効率的な配分
を図るための調整に時間を要した家計では、
生産性に一時的な低下が生じたことが推察
される。 
そこで、複数財投入・複数財産出を行う主

体の生産性が把握可能であり、かつ、技術進
歩と技術効率の変化を分離可能である
Malmquist 生産性を計測した。計測した
Malmquist 生産性の推移を図 2に示す。 

 図より、対象期間を通じて、生産性は上昇
傾向にあったことがわかる。一方で、恐慌後
の 1931 年はそれまでの傾向と異なり、生産
性が大幅に低下している。この背景として、
① 状価格差の拡大に伴う投入要素の質的
低下、②養蚕の縮小による家計内余剰労働力
の存在、③集計的ショックへの迅速な対処が
できず、家計内の資源配分の調整を円滑に進
められなかったことをあげることができる。
また、帝国農会調査の調査対象農家は比較的
高度な技術水準を有する中・大規模層にやや
偏りを有する。それにもかかわらず、こうし
た結果が得られたことは、中・大規模層でさ
えも、恐慌による生産性の低下を免れ得なか
ったことを示唆している。ただし、Malmquist
生産性の推移のみから、その推移の要因を明
らかにすることはできない。 
 そこで次に、Malmquist 生産性を要因分解
した技術変化と効率性変化の推移を示す。図
3 の技術変化の推移をみると、豊作であった
1925 年に上昇したことを除けば、1の前後を
推移しており、1920 年代後半は停滞傾向にあ

年 玄米（円/石）

1924 39.7 7.6
1925 38.0 11.4
1926 34.4 9.3
1927 31.2 7.2
1928 27.9 7.0
1929 27.8 7.7
1930 17.9 4.1
1931 18.4 3.3
1932 20.7 2.8
1933 21.1 6.1

註：１）農家庭先価格は，分析対象農家39戸の平均値を表す．
　　２）1貫は3.75kg，1石は約150kgである．

表１　農家庭先価格の推移
春蚕上繭（円/貫）

資料：帝国農会『農業経営の変遷に関する調査』
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図１ 米価/肥料価格相対価格比の推移（1924年＝100）
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図２ Malmquist生産性（累積値）の推移



ったことがわかる。これは、当該期間に生産
フロンティアのシフトがそれほど生じなか
ったことを示唆しており、戦間期の農業技術
進歩の停滞を裏付ける結果といえるだろう。
また、恐慌前後の変化をみると、1930 年から
1931 年にかけて 10%以上の低下がみられる。
ただし、1932 年以降は回復傾向にある。この
ことは、恐慌による集計的ショックによって、
生産フロンティアが一時的に後退したこと
を示唆している。 

一方、図 4に示す効率性変化は対象期間を
通じて上昇傾向にあるものの、1920 年代後半
において一時的に停滞傾向にあったことや、
恐慌直後にはほぼ変化しなかったことがわ
かる。 
以 上 よ り 、 1920 年 代 後 半 に お け る

Malmquist 生産性上昇の主な要因は効率性変
化の上昇によるもの、つまり、生産フロンテ
ィアから遠い位置にあった技術的に未熟な
農家が配分効率を改善することで、生産フロ
ンティアに接近したことによるものと考え
られる。また、恐慌後の Malmquist 生産性低
下の主な要因は、技術変化、つまり、生産フ
ロンティアの一時的後退によるものである
ことがわかった。 
以上の分析から、昭和恐慌後に技術変化に

起因する一時的な生産性の低下が生じたこ
とがわかった。ただし、Malmquist 生産性の
推移のみから、その変動要因を識別すること

はできない。そこで、農家レベルでの
Malmquist 生産性の決定要因を検討するとと
もに、恐慌による集計的ショックに対して、
いかなる農家家計が脆弱で、より急激な生産
性の低下に直面したのかを農家家計パネル
データの計量分析によって検討した。  
Malmquist 生産性の決定要因に関するパネ

ル分析から（推定結果は省略）、主作目や作
付構成、さらに土地と労働の家計内での相対
的な要素賦存が戦間期の農家家計の生産性
の決定要因であったことがわかった。また、
家計属性で説明のできない、恐慌による集計
的ショックの影響が 1930 年について検出さ
れ、集計的ショックは生産性の低下をもたら
し、それは技術変化と効率性変化の双方から
なるものであったこともあわせて明らかに
なった。 
さらに、1930 年と 1931 年の年次ダミーと

家計属性等の交差項を説明変数に含めるこ
とによって、恐慌による集計的ショックの生
産性指標への影響経路を検討した。 
その結果（推定結果は省略）、昭和恐慌に

よる集計的ショックに対する脆弱性には地
域性があることや、中・上層農経営の集計的
ショックに対する強靱性が検出された。こう
した経営規模層間の脆弱性の違いは、恐慌後
の経営規模階層変動の契機として作用した
可能性がある。 
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